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行、コミュニティカフェ運営等に携わる
●2011年～2014年守山市議会議員
●2019年～滋賀県議会議員

●プロフィール●

高止まりしていた新型コロナウィルス感染者数が、滋賀でもよ
うやく減少傾向となり、病床使用率も5割を下回ってきました。
行動ルールの見直しの議論も始まっていますが、新年度に向
けて人の動きが活発となり、再び感染拡大につながるのでは
との危惧も聞かれます。
また、医療体制だけではなく、保健所等の負担、子どもたち
への負担、休園・休校に伴う保護者の負担、そして経済へ
の影響などについても、しっかりと目を配り、オミクロン株の
特性にあわせた対策を構築すべきと考えます。
皆様には、引き続き基本的な感染対策の徹底などをお願い
することになりますが、ご協力どうぞよろしく御願いいたします。

滋賀県議会ホーム
ページの録画でも
ご覧頂けます。

2月定例会議では、一般質問「孤
立死」「県営住宅へのケアリーバー
単身入居」について、予算質疑で
は「動物愛護」「特別支援学級の
加配」等5点を質問しました。

副委員長をつとめた総務公室企画常任委員
会では、今年度「CO2ネットゼロ推進条例」
や高専の構想骨子、広報戦略などを策定。
委員長の代理として
2度委員会運営も
行いました。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

孤
独・孤
立
対
策
に
つ
い
て

出典　滋賀県動物保護管理関係統計
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滋賀県における犬猫収容数と致死処分数の推移

近年下げ止まり

732 猫の収容数

530 猫の致死処分数
413 うち子猫処分数
275 犬の収容数

80 犬の致死処分数

コロナ以降増加傾向

●「
警
察
が
取
り
扱
っ
た
死
体
」、
い
わ
ゆ
る
「
異
状
死
」

の
推
移
と
、
う
ち
独
居
の
方
は
ど
れ
く
ら
い
か

警
察
本
部
長
▼
平
成
30
年
が
異
状
死
１
６
５
６
体
中
独

居
５
２
２
体
、
令
和
元
年
が
１
５
８
４
体
中
５
３
１

体
、
令
和
２
年
が
１
６
0
0
体
中
５
３
0
体
、
令
和

3
年
が
１
６
９
２
体
中
５
１
８
体
と
な
っ
て
い
る
。

●「
一
人
暮
ら
し
」
の
者
の
異
状
死
死
亡
を
「
広
義
の

孤
独
死
」
と
み
な
す
、
と
い
う
学
術
記
事
も
あ
り
、

最
も
広
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
滋
賀
の
「
孤
立
死
」
は

こ
れ
に
近
い
数
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
独
居
異
状

死
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
方
は
ど
れ
く
ら
か
。

警
察
本
部
長
▼
平
成
30
年
が
５
２
２
体
中
3
６
8
体
、

令
和
元
年
が
５
３
１
体
中
3
８
１
体
、
令
和
２
年
が

５
３
１
体
中
３
７
４
体
、
令
和
３
年
が
５
１
８
体
中

３
６
３
体
と
な
っ
て
い
る
。

●
毎
年
約
7
割
。
つ
ま
り
3
割
は
65
歳
以
下
。
孤
立
死

は
決
し
て
高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

●
平
成
24
年
に
総
務
省
が
愛
知
県
で
行
っ
た
「
公
的
住

宅
に
お
け
る
孤
立
死
防
止
対
策
」
調
査
で
は
、
孤
立

死
の
う
ち
福
祉
施
策
が
適
用
さ
れ
て
い
た
の
は
２
割

に
も
満
た
ず
、
施
策
の
隙
間
で
孤
立
死
と
い
う
問
題

が
起
こ
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た

大
阪
府
が
、「
死
亡
か
ら
発
見
ま
で
４
日
以
上
経
過

し
た
大
阪
市
の
独
居
孤
独
死
」
と
し
て
、
平
成
30
年

１
２
４
０
人
、
令
和
元
年
１
１
７
１
人
、
令
和
２
年

１
３
１
４
人
と
い
う
調
査
結
果
を
公
表
し
、
現
状
分

析
を
行
い
、
孤
立
死
防
止
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。
滋
賀
で
も
実
態
調
査
等
対
策
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

知
事
▼
孤
立
死
と
い
う
状
況
に
陥
る
前
に
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
ず
は
、
市
町
や
関
係
団

体
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
か
ら
、
様
々
な
事

例
を
聞
き
、
必
要
な
取
組
等
を
考
え
て
い
く
。

警
察
本
部
長
▼
社
会
的
に
も
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

お
り
、
警
察
と
し
て
も
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
得
ら

れ
た
情
報
を
で
き
る
限
り
関
係
機
関
に
提
供
し
て
い

く
な
ど
、
し
か
る
べ
き
対
応
を
と
る
。

　
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
精
神
医
療
体
制
の
充
実
を
!

●
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
で
新
規
の
予
約
が
取
れ

ず
、
3
ヶ
月
待
ち
と
も
聞
く
。
現
状
と
原
因
は
。

病
院
事
業
庁
長
▼
予
約
枠
に
対
し
て
2
倍
以
上
の
申
込

が
あ
る
。
現
在
常
勤
医
師
の
必
要
数
14
名
に
対
し
て

9
名
と
不
足
が
生
じ
て
お
り
医
師
不
足
が
課
題
だ
。

今
年
度
か
ら
、
思
春
期
関
係
の
専
門
資
格
を
持
つ
医

師
1
名
を
増
員
し
た
ほ
か
、
非
常
勤
医
師
や
兼
務
の

医
師
8
名
も
診
療
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
新
規
の
診

察
予
約
ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
。

●
民
間
の
精
神
科
で
も
同
様
の
状
況
が
あ
る
と
聞
く

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
県
内
の
精
神
科
医
は
人
口
10
万

人
当
た
り
全
国
が
12
･
6
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
本

県
は
9
･
1
人
と
全
国
で
3
番
目
に
少
な
く
、
新
規

の
予
約
が
取
り
に
く
い
状
況
だ
。

　
現
在
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
に
う
つ
病
対
策
、
産

科
医
に
産
後
う
つ
、
小
児
科
医
に
発
達
障
害
や
児
童
・

思
春
期
精
神
疾
患
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
、
他
の

診
療
科
目
の
専
門
医
が
精
神
科
領
域
を
診
る
こ
と
が

で
き
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　
奨
学
資
金
貸
与
や
魅
力
あ
る
職
場
作
り
を
促
進
し
、

精
神
科
医
の
県
内
定
着
、
確
保
に
も
努
め
て
い
く
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
実
績
は

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
令
和
2
年
度
か
ら
滋
賀
応
援
寄

附
の
1
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
動
物
愛
護
を
追
加
し
、
動

令
和
2
年
度
は
40
件
4
3
0
万
円
、
令
和
3
年
度
は

2
月
末
時
点
で
89
件
4
1
6
万
円
を
い
た
だ
い
た
。

●
元
々
事
業
費
８
０
０
万
程
度
の
と
こ
ろ
大
き
な
金
額

だ
。
新
年
度
予
算
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
医
療
福
祉
部
長
▼
地
域
猫
活
動
の
支
援
や
適
正
飼

養
の
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
飼
育
ス
ペ
ー
ス
改

善
の
た
め
の
改
修
に
活
用
し
て
き
た
。
令
和
4
年
度

に
つ
い
て
も
、
譲
渡
拡
大
な
ど
致
死
処
分
ゼ
ロ
に
つ

な
が
る
事
業
に
充
当
し
て
い
く
。

●
知
事
3
期
目
の
致
死
処
分
ゼ
ロ
達
成
に
向
け
て
、
こ

の
予
算
で
ど
こ
ま
で
進
む
と
考
え
て
い
る
の
か
。

知
事
▼
コ
ロ
ナ
禍
で
飼
育
数
が
増
え
る
一
方
、
無
責
任

に
手
放
す
事
例
や
、
孤
立
孤
独
に
よ
り
多
頭
飼
育
に

陥
っ
て
し
ま
う
例
も
あ
る
。
多
頭
飼
育
に
陥
ら
な
い

た
め
の
予
防
啓
発
や
地
域
猫
活
動
の
推
進
に
よ
る
収

容
数
の
削
減
、
保
護
犬
・
保
護
猫
の
譲
渡
や
適
正
飼

養
の
周
知
を
行
い
、
致
死
処
分
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り

組
み
を
、
し
っ
か
り
と
前
向
き
に
進
め
て
い
く
。

県
内
で
昨
年
末
に
47
歳
の
男
性
が
自
宅
で

死
亡
後
一
ヶ
月
で
発
見
さ
れ
た
事
例
か
ら
、

実
は
身
近
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
国
の

定
義
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
様
々
な
社
会
課
題
が

凝
縮
し
た
と
言
え
る「
孤
立
死
」が
、見
え
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
へ
の
問
題
提
起
を
し
ま
し
た
。
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違法個室マッサージ店、ついに摘発!!
2020年9月議会で質問した「住宅地の真ん中にできた違法性が疑われる
個室マッサージ店」。この2月にようやく風営法違反で摘発されました。地
道な捜査を続けてくれた警察のみなさんに感謝です。
質問以降「リラクゼーション」等の事業所の把握も県で一定行われるよう
になり、県民の安心のための施策がさらに進むよう、引き続き取り組みます。

●
特
別
支
援
学
級
の
加
配
基
準
の
変
更
内
容
に
つ
い
て

教
育
長
▼
平
成
16
年
度
か
ら
、
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
で
在
籍

数
が
7
人
お
よ
び
8
人
の
学
級
に
、
県
単
独
予
算
で
非
常
勤
講
師

の
配
置
を
進
め
て
き
た
。
近
年
、
特
別
支
援
学
級
数
が
平
成
16
年

の
10
ク
ラ
ス
か
ら
、
令
和
3
年
で
は
、
2
9
1
ク
ラ
ス
と
増
加
し

て
お
り
、
ま
た
市
町
や
学
校
現
場
か
ら
、
配
置
基
準
の
引
き
下
げ

を
求
め
る
強
い
要
望
も
あ
り
、
限
ら
れ
た
予
算
と
人
員
の
中
で
検

討
を
進
め
、
令
和
4
年
度
か
ら
、
対
象
を
6
人
以
上
に
拡
大
し
、

必
ず
し
も
教
員
免
許
所
持
を
求
め
ず
外
部
人
材
を
活
用
す
る
学
習

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
い
う
形
で
配
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
近

年
臨
時
講
師
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
員
免
許
を
持
っ
た

方
に
は
臨
時
講
師
等
と
し
て
活
躍
い
た
だ
け
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
る
。

●
加
配
に
教
員
免
許
が
不
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
子
ど
も
達

へ
の
教
育
の
質
は
担
保
で
き
る
の
か

教
育
長
▼
現
在
基
本
は
、
学
級
担
任
が
授
業
を
行
い
、
子
ど
も
の
理

解
度
の
確
認
、
課
題
や
作
業
の
支
援
等
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た

め
に
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
て
い
る
。
こ
れ
が
学
習
ア
シ
ス
タ
ン

ト
に
代
わ
っ
て
も
、
教
育
の
質
は
担
保
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

●
講
師
へ
の
誘
導
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

教
育
長
▼
臨
時
講
師
等
の
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
処
遇

改
善
や
募
集
方
法
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
教
員
免
許
の
あ

る
方
に
は
、
学
校
長
等
を
通
じ
て
、

今
回
の
経
緯
を
丁
寧
に
説
明
を
し
、

理
解
を
求
め
て
い
く
。

教
職
員
給
与
費
に
つ
い
て

こ
の
件
に
関
し
て
は
、

予
算
特
別
委
員
会
で
他

の
議
員
が
関
連
質
疑
を

行
い
、
教
育
常
任
委
員
会
で
も

議
論
が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
波
紋

が
広
が
り
ま
し
た
。
限
ら
れ
た

予
算
と
人
材
の
中
で
優
先
順
位

を
つ
け
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う

こ
と
、
一
定
理
解
は
し
ま
す
が
、

様
々
な
懸
念
も
上
が
っ
て
い
る
。

何
よ
り
子
供
達
の
た
め
に
、
マ

イ
ナ
ス
影
響
が
出
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

一般会計予算 約6,440億円
総合企画費
2.6

議会費
0.2予備費

0.0

諸支出金
10.0

公債費
12.2災害復旧費

0.1

教育費
20.2

警察費
4.7

土木交通費
9.1 農政水産業費

3.0

商工観光労働費
6.6

健康医療福祉費
23.8

琵琶湖環境費
2.7

文化スポーツ費
1.6

総務費 3.4

（単位：％）

令和４年度 当初予算編成

　令和４年度当初予算の一般会計総額は、約6,440億円。過去最大規模と
なった前年度と比べると約230億円（3.4％）の減額、過去２番目の規模の
予算編成となりました。
　新型コロナ対策関連の予算としては、医療提供体制の充実・強化するた
めの事業が増額となった一方で、中小企業振興資金貸付金は減額、また、
通常分の予算としては、看護、介護、障害福祉などの現場で働く方々の収
入の引上げ、CO2ネットゼロ推進費、びわ湖ホール施設整備費等が増額と
なった一方で、国スポ障スポ大会関係施設整備は減額としています。
　現在が大きな転換期にあるとの認識の下、基本構想に掲げる「未来へと
幸せが続く滋賀」の実現に向けて「滋賀らしく歩んでいける一年」にしてい
きたい、という考えで予算が編成されました。
　一方で、令和４年度当初予算案の段階での財源不足額は１９６億円とな
り、昨年度の当初予算の不足額と比較して７６億円増加し、さらに厳しい財
政状況となっています。

あなたもわたしも「シガリズム※」
みんなでつくろう「健康しが」

主な事業
■ 新型コロナウイルス感染症対策
医療提供体制の充実・確保 ３９３億５７３０万円
学びの機会の確保 ４億１７８０万円
経済・雇用・生活支援 ３０４億４１０万円

子どもが生まれる前からの切れ目のない子育て支援 １億９４１０万円
　・リトルベビー等家族への支援・保育人材の確保・保育の質の向上
困難を抱える子ども・若者への支援 ２億７２８０万円
　・新たな子ども家庭相談センター（児童相談所）の設置に着手
　・ヤングケアラーへの支援・ケアリーバーの継続的支援
個別最適な学びの推進 ２22０万円
　・子ども一人ひとりの学びの最適化・副籍（副次的な学籍）の制度化
しがの魅力ある“公園”づくり １億２９００万円
　・都市公園の民間活力導入・希望ヶ丘文化公園、びわ湖文化公園都市活性化
自然・動物とのつながり １３００万円
　・自然資源の保全活用・人と動物の豊かな関わり
文化やスポーツを通じた元気づくり １４億５８４０万円
　・「彦根城」世界遺産登録推進事業・新しいマラソン大会の開催

■ ひとづくり

■ ひとの健康（子ども・次世代、こころの健康）

「令和の時代の滋賀の高専」設置事業 ５７９０万円
滋賀の産業を担う人づくりの推進 ８５４０万円

■ 社会の健康（活力ある滋賀づくり）
コロナ禍を経た新たな時代に対応する滋賀らしいツーリズム「シガリズム」の推進
 ３億９９２０万円
　・シガリズムのコンテンツの創出・ＰＲ等・ビワイチのブランド力アップの加速化
地域公共交通の維持、強化 ６億７８００万円
　・「滋賀交通ビジョン」見直しに向けた調査検討
　・地域特性に応じた交通ネットワーク構築事業

■ 自然の健康（グリーン社会への挑戦）
CO₂ネットゼロ社会の実現に向けた挑戦 ６４億３２８０万円
　・滋賀県CO₂ネットゼロ社会づくり推進基金の造成
　・資源の地域内循環による地域の活性化
第７２回全国植樹祭開催（６月５日（日））事業 ５億２１６０万円
「やまの健康」推進プロジェクト ３７億７８００万円
　・森林の適正管理・農山村の活性化・林業の成長産業化

■ 「より良き自治」の追求、
 　 DX（デジタル・トランスフォーメーション）の推進
図書館を生かしたまちづくり １６７０万円
滋賀県DX推進支援事業 ９２０万円

　令和４年度予算では、新型コロナウイルス感染症に関し、これまでの経
験を活かして、滋賀らしく、より賢明に対応しつつ「子ども」を中心に据え
て施策を展開し、その上で、「健康しが」（ひとの健康、社会の健康、自然の
健康）の再構築を進めていきます。
　また、これらを貫くテーマとして「ひとづくり」を最も重視し、「ＤＸの推
進」「より良き自治の追求」にも力を入れていきます。

※シガリズムとは？
琵琶湖を真ん中に自然の四季を大切に味わい、みんな仲良く支えあって生きること、
人間だけでなくすべての生きものを慈しむこと、今を生きる世代だけでなく、未来の
世代のことを考えること。こういった滋賀のリズムに、三方良しなどの先人の教えに息
づく滋賀のイズムを加えた意味を持つ。


